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地域の課題解決に向けた取組みに関するアンケート 
 

日ごろは、徳島市の福祉行政にご理解とご協力をいただき誠にありがとうございます。 

徳島市では、「第２期徳島市地域福祉計画」を策定し、だれもが住み慣れた地域で安心して暮

らせるまちの実現を基本理念に各種施策を実施していますが、令和３年度末で計画期間が終了す

ることに加えて、近年、地域福祉を取り巻く環境が大きく変化していることなどから、現在、令

和４年度からを計画期間とする「第３期徳島市地域福祉計画」の策定を進めております。 

第３期徳島市地域福祉計画策定にあたり、当初ワークショップの開催を予定しておりました

が、新型コロナウイルス感染症感染拡大の状況を鑑み、ワークショップに代わり、本アンケート

にて皆さまのご意見をお伺いすることとしました。 

つきましては、地域の皆さまが抱える福祉課題や課題解決に向けた意見等広くお伺いし、計

画の参考にしたいと考えていますので、日頃のお考えなど、皆さまのご意見をぜひお寄せくだ

さい。 

 

令和３年２月 

徳島市長  内藤 佐和子 
 

 
 

 
  

地域福祉とは？ 
・少子高齢化や家族形態、住民の意識の変化によって、地域はいろいろな課題を抱えています。

誰もが住みなれた地域で健やかに安心して暮らせる地域社会を実現するために、地域に住む

人々が、様々な公私の活動主体と協働して、お互いに思いやりをもって、支え合い・助け合う

地域づくりを目指すことを「地域福祉」といいます。 

・地域福祉を推進するうえでは、市民・地域・行政などがそれぞれの役割の中で、お互いに力を

合わせる関係をつくり、「自助」「共助」「公助」を組み合わせた「地域ぐるみの福祉」を推進す

ることが重要です。 

 

 

地域福祉計画とは？ 
・社会福祉法第107条の規定に基づき、地域福祉の推進に取り組むための総括的な計画として、

市町村が策定する計画です。地域福祉計画は、「高齢者福祉計画」や「障害福祉計画」など各分

野の具体的施策を定めた個別計画と連携・整合を図りながら、各計画に共通して取り組むべき事

項を記載し、地域福祉の基本理念を共有するもので、「地域」に着目し、地域における要支援者

（高齢者、障害のある人、子育て家庭などをはじめとする、日常生活に何らかの支援を要する人）

の生活課題の解決のための方策を定めています。 

自助（個人） 

個人や家庭における自助努力
（自分でできることは自分で
する） 

共助（地域） 

地域における相互扶助（隣近
所や友人、知人とお互いに助
け合う）やボランティア、
NPOによる支え 

公助（行政） 

自助や共助では解決できない
ことを行政が支援すること
（保健・医療・福祉サービス
の供給など） 
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※回答は、各質問のあてはまる番号に○を付けてください。 

回答の中で「その他（ ）」等を選んだ場合は、（ ）内に具体的な内容をご記入ください。 

 

 
 

問１ あなたの性別を教えてください。【どちらかに○】 

 

問２ あなたの年齢を教えてください。【令和3年2月1日現在の年齢を記入】 

 

 

 

 
 

問３ 現在のお住まいの地区はどこですか。【一つだけに○】 

1. 内町地区 9. 沖洲地区 17. 入田地区 

2. 新町地区 10. 津田地区 18. 不動地区 

3. 西富田地区 11. 加茂名地区 19. 川内地区 

4. 東富田地区 12. 加茂地区 20. 応神地区 

5. 昭和地区 13. 八万地区 21. 国府地区 

6. 渭東地区 14. 勝占地区 22. 南井上地区 

7. 渭北地区 15. 多家良地区 23. 北井上地区 

8. 佐古地区 16. 上八万地区   

 ※お住まいの地区名が分からない場合は、町名を（ ）内にご記入ください。 

  （                              ） 

 

問４ 現在お住まいの地区には、どのくらいの期間お住まいですか。【一つだけに○】 

1. 生まれてからずっと 2. 5年未満 3. 5年以上 

 

 

  

1. 男性 2. 女性 

 （       ）歳 

１．あなたご自身のことについて 

２．お住まいについて 
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問５ あなたが居住している地域（※）では、どのような課題があると思いますか？ 

【あてはまるものすべてに○】 

 
 
 

 
  

1. 隣近所との付き合いが少ない 

2. 子どもや若者が少なく活気がない 

3. 人が集まれるような催し（まつり等の地域行事）が少ない 

4. 地域の情報が入ってこない 

5. 空き家が多い 

6. 何か困ったことがあった場合の相談先が分からない 

7. 世代間での交流が少ない 

8. 見守りや声掛けなど何らかの手助けが必要な世帯が増えた 

9. 街灯が少なく、暗い道が多い 

10. 移動手段が少なく、公共交通が不便である 

11. 近所に買い物できる場所が少ない 

12. 働く場所が少ない 

 13. 近所で遊べる公園や施設が少ない 

14. 道路や歩道が舗装されておらず危険な所がある 

15. 近所に医療機関がない 

16. 災害時の避難対策（高齢者や障がいのある人等の対応）が十分でない 

17. 

その他 

３．地域の課題について 

地域とは？ 
一定の範囲や特定の地域を意味するものではなく、次のような考え方があります。 

・隣近所や町内会、公民館単位等の生活圏を捉えた「暮らしの空間」としての地域 

・ボランティア、ＮＰＯ、事業者等の事業活動を中心とした「活動の空間」としての地域 

・住民相互のつながりや交流、助け合い等の人の営みや様々な活動が行われる範囲の「地域」 

・徳島市全体を対象にした活動や施策を展開する場合の「地域」 
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問６ 問５で回答した課題のうち、優先度が高い課題（最大３項目）について、“自助”“共助”

“公助”それぞれで取り組めることについて、記入例を参考にあなたのお考えを教えてくだ

さい。 

 記入例  課題：前問番号（１．あいさつなど隣近所との付き合いが少ない） 

自助（自分たちで取り組めること）： 

・隣近所の人とのコミュニケーションをはかる。 

・地域組織（町内会等）への参加を促す。 

・町内行事への積極的な参加や呼びかけ。 

・町内会、連合会等の各団体との情報交換や連携。 

 

共助（地域での支え合い、助け合いでできること）： 

・町内会（加入者、イベント等）の充実やＰＲ活動を行う。 

・住民同士で集まれる場を整備する。 

・ご近所同士が近隣を意識して声掛けを行う。 

 

公助（行政等の支援・協力が必要なこと）： 

・町内会活動の推進。 

・町内イベントや町内会の広報の実施。 

・一人暮らしの人の対応など、住民が入りにくい問題は包括センターの職員に

頼む。 

・県、市の補助金を増やす。 
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優先課題①：前問番号（    ） 

自助（自分たちで取り組めること）： 

 

共助（地域での支え合い、助け合いでできること）： 

 

公助（行政等の支援・協力が必要なこと）： 
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優先課題②：前問番号（    ） 

自助（自分たちで取り組めること）： 

 

共助（地域での支え合い、助け合いでできること）： 

 

公助（行政等の支援・協力が必要なこと）： 
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優先課題③：前問番号（    ） 

自助（自分たちで取り組めること）： 

 

共助（地域での支え合い、助け合いでできること）： 

 

公助（行政等の支援・協力が必要なこと）： 

 

～ 回答にご協力いただき、ありがとうございました ～ 


